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正
当
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実
効
性
を
め
ぐ
っ
て 

―

大　

塚　
　
　

桂

三　

日
本
国
憲
法
の
性
質

（
8
）
高
柳
賢
三

　

高
柳
賢
三
『
天
皇
・
憲
法
第
九
条
』
（
有
紀
書
房
、
一
九
六
三
年
）
に
あ
っ
て
は
、
占
領
政
策
と
の
関
連
性
か
ら
論
を
す
す
め
て
い
く
。

「
マ
元
帥
は
、
日
本
の
歴
史
的
継
続
性
の
見
地
か
ら
天
皇
制
を
不
可
欠
の
も
の
と
認
め
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
敗
戦
に
よ
っ
て
、

弱
体
化
さ
れ
た
日
本
の
復
興
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
天
皇
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
信
じ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
天
皇
制
廃
止
は
日
本
を
弱
体
化
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
皇
制
を
存
続
せ
し
む

る
た
め
に
は
天
皇
制
を
近
代
的
な
自
由
主
義
的
な
線
で
、
再
建
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。」（
二
三

－

四
頁
）
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天
皇
制
は
占
領
と
民
主
化
を
す
す
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
三
原
則
に
つ
い
て
、

1　

天
皇
は
国
家
の
元
首
の
地
位
に
あ
る
。

2　

皇
位
の
継
承
は
世
襲
で
あ
る
。

3　

天
皇
の
義
務
お
よ
び
権
能
は
、
憲
法
に
基
き
行
使
さ
れ
、
憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
民
の
基
本
的
意
志
に
対
し
責

任
を
負
う
。

と
の
理
解
が
み
ら
れ
る
。
具
体
的
に
、
象
徴
天
皇
と
は
、

「
第
一
条
で
天
皇
の
地
位
を
定
義
す
る
の
に
、
元
首
の
文
字
を
つ
か
わ
ず
に
象
徴
の
文
字
を
え
ら
ん
だ
の
は
何
故
か
。
そ
の
理
由
は
、

元
首
と
い
う
明
治
憲
法
に
お
け
る
と
お
な
じ
文
字
を
つ
か
う
と
、
再
び
解
釈
に
よ
っ
て
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
よ
う
な
元
首
観
が

復
活
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
日
本
の
特
殊
事
情
を
考
慮
に
入
れ
た
結
果
で
あ
る
。
尤
も
象
徴
と
い
う
こ
と
は
憲

法
上
の
慣
用
語
と
し
て
は
元
首
の
属
性
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
か
つ
他
の
条
文
で
天
皇
が
総
理
大
臣
や
最
高
裁
判

所
長
官
を
任
命
し
、
国
会
を
召
集
し
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
天
皇
が
こ
れ
ら
の
国
家
機
構
の
上
に
位
す
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
起
草
者
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
三
原
則
に
お
け
る
、
天
皇
は
国
家
の
元
首
の
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
否

定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
」
（
二
六

－

七
頁
）
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と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
の
地
位
は
、

「
天
皇
の
地
位
の
渕
源
に
重
要
性
を
み
と
め
て
、
こ
の
地
位
は 

 

〝
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
〟  

も
の
と
し
た
の
は
、

天
皇
の
地
位
を
民
主
的
君
主
に
関
す
る
近
代
的
な
考
え
方
に
合
致
す
る
よ
う
に
し
、
明
治
憲
法
の
上
諭
の
う
ち
に
述
べ
ら
れ
た
前

近
代
的
な
渕
源
理
論
を
排
除
す
る
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
二
七
頁
）

「
日
本
国
憲
法
の
下
で
も
天
皇
は
象
徴
で
あ
り
か
つ
元
首
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
原
案
起
草
者
の
意
図
で
あ
っ
た
。
元
首
で
は
あ
る

が
国
政
に
関
す
る
権
能
を
も
た
な
い
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
と
同
じ
く
政
治
的
権
能
は
な
く
な
っ
た
が
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本

国
民
の
統
合
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
地
位
に
あ
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
九
頁
）

「
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
の
地
位
は
、
正
に 

 

〝
象
徴
的
元
首
〟  

で
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
」
（
二
九
頁
）

と
し
て
回
し
て
い
る
。
高
柳
の
見
解
と
し
て
は
、

「
（
一
） 

マ
元
帥
が
天
皇
制
を
の
こ
す
こ
と
に
き
め
た
こ
と
、
そ
し
て
近
代
的
な
民
主
的
な
天
皇
制
を
残
し
た
こ
と
は
、
日
本
民
主

化
将
来
に
に
と
っ
て
よ
か
っ
た
。

（
二
） 

日
本
国
憲
法
の
天
皇
の
章
の
解
釈
と
し
て
は
、
日
本
が
立
憲
君
主
国
で
あ
り
、
天
皇
は
象
徴
的
元
首
で
あ
る
と
す
る
原
案

起
草
者
の
解
釈
が
正
し
い
と
考
え
る
。
日
本
国
は
共
和
国
で
あ
り
、
元
首
は
内
閣
ま
た
は
総
理
大
臣
で
あ
る
と
い
う
概
念

法
学
的
解
釈
に
は
賛
意
を
表
し
え
な
い
。
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（
三
） 

明
治
憲
法
下
の
元
首
に
復
元
す
る
こ
と
は
む
ろ
ん
反
対
で
あ
る
が
、
天
皇
制
廃
止
に
も
反
対
で
あ
る
。
象
徴
的
元
首
と
し

て
の
天
皇
の
存
続
は
、
日
本
民
主
化
の
た
め
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
四
） 
民
主
主
義
に
基
く
国
政
に
お
け
る
、
象
徴
的
元
首
の
国
民
を
統
合
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
高
く
評
価
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。 

〝
平
等
〟  

と
い
う
抽
象
的
観
念
か
ら
象
徴
の
価
値
を
否
定
し
、
ま
た
政
治
的 

 

〝
力
〟  

の
観
点
か
ら
天

皇
は
象
徴
に
す
ぎ
ぬ
と
低
く
こ
れ
を
評
価
す
る
純
理
的
見
方
は
、
実
際
政
治
の
統
合
の
作
用
を
無
視
し
た
短
見
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
五
） 

天
皇
の
章
に
は
、
改
正
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重
大
な
実
際
上
の
不
都
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
改
正
の
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
」
（
三
九
頁
）

と
し
て
要
約
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
9
）
柳
瀬
良
幹

　

柳
瀬
良
幹
『
元
首
と
機
関
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
）
を
み
て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
元
首
と
は

「
（
イ
）
統
治
権
の
騒
乱
者
で
あ
る
こ
と
、
（
ロ
）
行
政
の
首
長
で
あ
る
こ
と
、
（
ハ
）
国
家
の
外
に
あ
つ
て
こ
れ
に
対
立
す
る
も
の

で
は
な
く
、
国
家
の
中
に
あ
る
最
高
機
関
で
あ
る
こ
と
、
の
三
の
比
喩
で
あ
り
、
こ
の
三
の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」

（
一
一

－

二
頁
）
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で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
天
皇
の
象
徴
に
つ
い
て
は
、

「
天
皇
は
日
本
国
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
の
は
天
皇
は
日
本
国
と
い
う
無
形
の
も
の
を
体
現
し
て
い
る
有
形
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
、
従
つ
て
日
本
国
と
天
皇
と
の
間
に
は
体
現
と
い
う
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
が
右
の
文
句
の
言
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
…
そ

し
て
体
現
と
い
う
関
係
は
…
少
な
く
と
も
そ
れ
は
法
律
上
の
関
係
で
な
い
こ
と
は
確
だ
と
思
う
。
」
（
四
一

－

二
頁
）

　

あ
る
い
は
、

「
元
の
憲
法
の
そ
れ
は
国
家
と
天
皇
と
の
間
の
機
関
関
係
と
い
う
法
律
上
の
関
係
を
現
わ
し
、
従
つ
て
そ
れ
か
ら
は
、
天
皇
は
統
治

権
を
総
攬
す
る
と
い
う
こ
と
、
即
ち
天
皇
の
国
の
機
関
と
し
て
の
権
限
の
範
囲
及
び
内
容
と
い
う
法
律
上
の
結
論
が
出
て
来
る
の

に
、
今
の
憲
法
の
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
法
律
上
の
関
係
を
現
わ
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
か
ら
は
国
家
と
天
皇
と
の
関
係

に
つ
い
て
何
の
法
律
上
の
結
論
も
出
て
来
な
い
。
」
（
四
二
頁
）

　

さ
ら
に
、

「
天
皇
の
「
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
国
民
の
相
違
に
基
く
」
な
ど
と
い
う
、
そ
れ
自
身
は
法
律
上
の
問
題
で
は
な
い
。
天
皇

存
在
の
根
拠
に
関
す
る
解
釈
乃
至
理
論
と
い
う
、
元
の
憲
法
で
は
単
に
上
諭
の
中
に
あ
つ
た
に
す
ぎ
な
い
事
柄
が
記
さ
れ
て
あ
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る
。
」
（
四
三
頁
）

　

つ
づ
け
て
、

「
元
の
憲
法
の
第
四
条
は
、
…
天
皇
は
国
の
元
首
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
当
為
を
述
べ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
即
ち
そ
れ
は
天

皇
は
国
の
元
首
で
あ
る
と
思
え
と
い
う
国
民
に
対
す
る
命
令
で
あ
る
。
…
国
民
は
天
皇
か
ら
の
命
令
を
す
べ
て
国
の
命
令
と
認
め

て
こ
れ
に
服
従
せ
よ
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
」
（
四
四
頁
）

な
ど
と
の
評
価
が
示
さ
れ
た
。
柳
瀬
は
、
天
皇
の
象
徴
性
は
、
法
的
な
地
位
と
は
考
え
ら
れ
に
く
い
と
し
て
、

「
天
皇
は
国
の
象
徴
で
あ
る
べ
き
と
い
う
当
為
の
陳
述
で
あ
り
、
国
民
は
天
皇
を
日
本
国
の
象
徴
と
思
え
と
い
う
国
民
に
対
す
る
命

令
で
あ
る
点
は
、
元
の
憲
法
の
第
四
条
の
文
句
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
点
は
同
じ
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
あ
る
べ
き
で
あ
る

事
柄
は
全
く
違
い
、国
民
が
思
え
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
の
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
柄
は
全
く
違
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
四
五
頁
）

「
天
皇
は
日
本
国
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
天
皇
は
国
の
元
首
で
あ
る
と
い
う
の
と
は
違
つ
て
、
法
律
上
の
事
実
で
は
な
く
、

法
律
上
の
事
実
と
は
全
く
違
つ
た
別
の
事
実
で
あ
る
。
従
つ
て
天
皇
を
そ
う
い
う
も
の
と
思
え
と
い
う
命
令
は
法
律
上
の
内
容
を

も
た
な
い
命
令
で
あ
り
、
そ
の
命
令
か
ら
生
じ
る
義
務
は

－

若
し
義
務
が
生
ず
る
と
す
れ
ば

－

、
法
律
上
の
内
容
を
も
た
な
い
、

法
律
上
の
義
務
で
は
な
い
、
別
の
義
務
で
あ
る
。
」
（
四
五
頁
）

と
分
析
し
た
。
結
論
と
し
て
、
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「
天
皇
の
法
律
上
の
地
位
と
し
て
は
、
元
首
に
し
て
且
つ
象
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
意
味
を
な
す
が
、
…
象
徴
で
あ
る
が
元
首
で

な
い
天
皇
な
ど
と
い
う
も
の
は
法
律
上
意
味
を
な
さ
ぬ
。
…
天
皇
が
法
律
上
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
象
徴
で
あ
る
か
な
い
か

な
ど
と
関
係
な
く
、
そ
の
権
限
の
規
定

－

今
の
憲
法
で
言
え
ば
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
。
但
し
、
第
五
条
を
除
く

－

で
定
ま
る

の
で
、
象
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
上
に
附
け
加
わ
つ
た
、
そ
れ
と
は
別
種
の
属
性
な
の
で
あ
る
。
」
（
四
八

－

九
頁
）

と
の
発
言
に
及
ん
で
い
る
。

（
10
）
三
潴
信
吾

　

三
潴
信
吾
『
日
本
憲
法
要
論
』
（
洋
販
出
版
、
一
九
八
六
年
）
を
概
観
し
て
み
た
い
。

国
家
と
憲
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

「
成
文
憲
法
が
先
に
出
来
て
、
然
る
後
に
国
家
が
成
立
し
た
国
は
一
つ
も
無
い
。
国
家
生
活
の
根
本
事
実
が
出
現
し
、
こ
れ
と
同
時

に
、
又
は
そ
の
後
の
時
点
に
於
て
、
憲
法
典
が
制
定
さ
れ
る
。
」
（
二
頁
）

「
憲
法
の
任
務
の
第
一
は
、
立
国
法
に
基
く
国
家
存
立
の
保
障
で
あ
る
。
即
ち
「
国
体
の
護
持
」
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
国
家
の
統

治
作
用
に
よ
り
、
国
土
や
国
の
財
産
及
び
国
民
の
生
命
・
財
産
を
保
全
し
、
以
て
人
権
の
安
全
を
保
障
す
る
と
共
に
、
更
に
文
化

を
振
興
し
産
業
を
勧
め
て
民
生
を
図
る
こ
と
を
そ
の
任
務
と
す
る
。
」
（
四
頁
）

「
憲
法
の
規
定
の
中
で
も
、
特
に
、
立
国
法
を
明
示
す
る
「
明
示
的
規
定
」
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
規
定
す
る
改
正
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手
続
を
以
て
し
て
も
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
七
頁
）

と
概
括
的
に
述
べ
て
い
る
。

　

三
潴
に
と
っ
て
、　

立
国
法
＝
国
体
法
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
る
。

「
憲
法
の
基
礎
と
な
る
立
国
法
と
は
、
国
体
法
と
も
称
さ
れ
る
が
、
不
文
憲
法
と
し
て
、
成
文
憲
法
の
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
そ
の

基
礎
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
…
立
国
法
は
、
そ
の
国
の
立
国
と
同
時
に
、
そ
の
成
立
事
実
と
不
可
分
に
存
立
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

立
国
の
精
神
的
又
は
道
徳
的
理
想
を
根
幹
と
し
て
、
そ
の
国
の
も
っ
と
も
基
本
的
秩
序
を
樹
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
国
の
成

立
事
実
の
中
心
は
、
元
首
の
立
ち
方
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
国
の
元
首
の
地
位
の
本
質
が
、
そ
れ
に
よ
つ
て
定
ま
る
。
」
（
一
二
頁
）

「
元
首
は
、
立
国
法
の
具
体
的
な
表
現
者
で
あ
り
、
こ
れ
を
体
現
す
る
人
格
で
あ
り
、
国
家
と
い
ふ
一
大
人
格
体
、
一
大
生
命
体
を

全
一
的
に
表
現
す
る
自
主
表
現
人
で
あ
る
。
」
（
一
四
頁
）

　

三
潴
は
、
憲
法
制
定
に
関
し
て
、
占
領
憲
法
で
あ
る
と
の
認
識
を
し
め
し
て
い
る
、

「
帝
国
憲
法
は
、
独
立
国
家
の
立
憲
政
体
の
基
礎
法
と
し
て
実
質
を
奪
は
れ
た
「
日
本
管
理
法
」
と
い
ふ
占
領
管
理
の
為
の
法
に
変

質
し
て
い
る
。
」
（
七
五
頁
）

「
日
本
国
憲
法
の
制
定
は
、
法
形
式
上
、
占
領
政
策
の
為
に
、
帝
国
憲
法
の
改
正
を
装
つ
た
だ
け
で
あ
つ
て
、
実
は
、
「
日
本
管
理
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基
本
法
」
と
化
し
た
「
帝
国
憲
法
」
の
、
日
本
管
理
者
（
占
領
者
）
の
意
志
に
よ
る
改
正
に
他
な
ら
ず
、
従
つ
て
、
新
憲
法
の
実

体
は
、
「
日
本
管
理
基
本
法
」
に
他
な
ら
ぬ
。
」
（
七
五

－

六
頁
）

　

日
本
が
主
権
を
回
復
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
主
的
に
憲
法
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

「
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
主
権
回
復
後
に
於
け
る
「
日
本
国
憲
法
」
は
、
占
領
管
理
者
既
に
解
消
せ
る
今
日
、
日
本
管
理
基
本
法
改

正
法
と
は
云
へ
な
い
。
し
か
し
、
自
主
憲
法
と
い
ふ
憲
法
成
立
の
第
一
要
件
を
欠
い
て
い
る
以
上
、
憲
法
と
は
認
め
難
い
。
さ
れ

ば
と
云
つ
て
、
占
領
終
結
後
も
こ
れ
を
黙
認
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
立
法
・
司
法
・
行
政
の
一
切
の
国
政
を
運
用
し
て
来
た
も
の
で

あ
つ
て
無
効
と
は
云
へ
な
い
。
即
ち
、
黙
認
さ
れ
た
臨
時
基
本
法
と
し
て
、
他
の
諸
法
令
に
対
し
最
高
法
規
の
位
置
に
あ
り
、
や

が
て
自
主
憲
法
の
立
直
る
ま
で
の
間
の
過
渡
期
を
担
つ
た
「
不
確
定
期
限
附
臨
時
基
本
法
」
と
い
ふ
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
日
本
国

家
が
立
憲
政
体
を
持
続
す
る
限
り
必
ず
自
主
憲
法
を
制
定
し
直
す
必
要
が
あ
る
か
ら
、
敢
て
「
条
件
附
」
で
は
な
く
し
て
「
不
確

定
期
限
附
」
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
」

「
日
本
国
憲
法
の
場
合
は
、
日
本
国
憲
法
そ
の
も
の
が
元
来
、
憲
法
で
は
な
く
、
敵
軍
占
領
下
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
擬
似
減

法
で
あ
る
か
ら
、
立
国
法
を
否
定
こ
そ
す
れ
、
立
国
法
的
根
拠
は
無
い
。
強
ひ
て
云
へ
ば
占
領
軍
総
司
令
官
の
意
志
が
立
国
法
と

入
れ
替
わ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
自
主
憲
法
制
定
ま
で
の
間
、
天
皇
の
名
に
よ
り
そ
れ
が
臨
時
に
認
定
さ
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
」
（
九
三
頁
）　

「
日
本
国
憲
法
が
元
来
日
本
国
民
の
手
に
よ
つ
て
自
主
的
に
憲
法
を
立
て
直
す
ま
で
の
間
の
、
時
限
法

的
な
「
不
確
定
期
限
附
臨
時
基
本
法
」
で
あ
る
以
上
、
憲
法
改
正
問
題
と
い
ふ
の
は
、
本
質
的
に
は
、
自
主
憲
法
の
制
定
問
題
で
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あ
つ
て
、
憲
法
の
改
正
で
は
な
く
、
従
つ
て
、
こ
の
「
日
本
国
憲
法
」
と
い
ふ
法
典
の
上
の
改
正
手
続
の
範
囲
権
限
を
逸
脱
し
た
、

「
超
日
本
国
憲
法
」
的
問
題
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
二
二
〇
頁
）

　

そ
の
上
で
、
彼
は
憲
法
本
復
論
を
繰
り
広
げ
る
。

「
（
一
）
、
先
づ
憲
法
に
関
す
る
基
本
的
考
究
を
要
す
。

一
、
国
家
の
本
質
（
国
家
観
）
の
現
代
的
考
察
に
照
し
て
、
国
家
生
活
に
於
け
る
憲
法
の
地
位
及
び
権
限
（
任
務
）
を
確

認
す
る
こ
と
。

二
、
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
本
義
に
鑑
み
て
、
国
体
及
び
政
体
（
主
権
・
元
首
・
国
民
の
意
義
を
含
む
）
に
つ
き
綿
密
に

検
討
す
る
こ
と
。

　
　

（
二
）
、
憲
法
成
立
の
要
件
の
確
認
。

　
　
　
　
　

1
、
自
主
制
定

　
　
　
　
　

2
、
立
国
法
（
国
体
法
）
に
立
脚
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

註
、
故
に
革
命
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　

（
三
）
、
現
行
「
日
本
国
憲
法
」
か
ら
自
主
憲
法
に
向
つ
て
の
考
究
順
序
。

　
　
　
　
　

第
一
、
日
本
国
憲
法
の
現
時
点
に
於
け
る
法
的
地
位
の
確
認
。
（
帝
国
憲
法
以
来
の
経
過
確
認
）

　
　
　
　
　

第
二
、
原
文
た
る
英
文
日
本
国
憲
法
の
正
確
な
邦
訳
並
び
に
解
釈
。
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第
三
、
現
行
法
上
当
然
実
行
す
べ
き
事
項
及
び
実
行
可
能
な
る
事
項
の
指
摘
と
、
そ
の
実
行
。

　
　
　
　
　

第
四
、
当
面
の
国
政
運
営
上
、
緊
急
に
改
正
す
べ
き
事
項
と
、
改
正
要
綱
の
立
案
。

　
　
　
　
　

第
五
、
自
主
制
定
に
関
す
る
基
本
的
考
究

　
　
　
　
　
　

1
、
我
が
立
国
の
大
法
（
国
体
法
）
の
再
確
認
と
、
こ
れ
に
関
す
る
立
憲
上
の
問
題
点
の
検
討
。

　
　
　
　
　
　

2
、
不
文
法
主
義
と
成
文
法
主
義
に
関
す
る
検
討
。

　
　
　
　
　
　

3
、
主
権
・
元
首
・
内
閣
・
二
院
制
・
三
権
分
立
そ
の
他
の
立
憲
政
体
の
在
り
方
に
関
す
る
考
究
。

　
　

（
四
）
、
自
主
憲
法
制
定
へ
の
手
続
」
（
二
二
四

－
五
頁
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

自
主
憲
法
本
復
へ
の
手
続
と
し
て
は

「
一
、
現
国
会
を
し
て
、
皇
室
典
範
及
び
憲
法
審
議
の
機
関
設
置
決
議
を
致
さ
し
む
る
こ
と
。

二
、
現
国
会
を
し
て
右
決
定
を
強
行
せ
し
む
る
為
、
又
、
爾
後
に
於
け
る
治
安
維
持
の
為
、
先
づ
強
力
内
閣
の
実
現
、
自
衛
隊
を

中
心
と
す
る
民
防
、
義
勇
組
織
の
綿
密
強
力
な
る
育
成
準
備
を
進
む
る
こ
と
。

三
、
典
範
、
憲
法
審
議
機
関
設
置
決
議
の
成
立
し
た
る
上
は
、
聖
断
を
仰
ぎ
、
詔
書
を
拝
受
し
、
国
民
の
決
意
を
固
め
る
と
共
に
、

御
諮
詢
の
機
関
た
る
性
格
を
明
ら
か
に
す
べ
し
。

四
、
右
審
議
機
関
の
構
成
員
は
首
相
の
指
名
に
基
き
、
天
皇
の
任
命
に
よ
る
。

五
、
予
め
、
米
国
当
局
と
の
間
に
充
分
了
解
を
求
め
、
精
神
的
援
助
を
期
待
し
て
お
く
こ
と
は
今
日
の
情
勢
及
び
日
本
国
憲
法
と
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の
関
係
上
必
要
な
り
。

六
、
憲
法
審
議
の
方
針
と
し
て
は
、
我
が
国
体
に
鑑
み
、
不
文
憲
法
制
を
加
味
す
る
こ
と
。
」
（
二
二
八

－

二
三
〇
頁
）

「
要
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
根
本
義
、
即
ち
我
が
国
体
の
本
義
に
還
る
に
あ
り
、
而
し
て
審
議
考
慮
の
要
諦
は
、
大
日
本
帝
国
憲

法
の
条
章
を
基
本
と
し
て
進
む
べ
き
こ
と
論
無
し
。
」
（
二
三
〇
頁
）

と
す
べ
き
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
「
日
本
国
憲
法
の
無
効
宣
言
、
帝
国
憲
法
復
元
論
」
に
対
し
て
は
、
「
帝
国
憲
法
の
復
元
と
言
へ
ど
も
、
実
は
枢
府
、
内

府
等
の
大
権
補
弼
の
機
関
無
き
事
実
を
如
何
せ
む
」
（
二
三
〇
頁
）
と
疑
問
を
投
げ
掛
け
て
い
る
。

（
11
）
三
枝
茂
智

　

三
枝
茂
智
『
新
憲
法
・
そ
の
虚
構
と
真
実
』
（
日
本
文
化
連
合
、
一
九
六
五
年
）
に
関
し
て
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

も
し
無
条
件
降
伏
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

「
イ
、
日
本
国
の
無
条
件
降
伏
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ロ
、
そ
の
こ
と
を
証
す
る
文
書
に
天
皇
が
署
名
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ハ
、
連
合
国
は
日
本
政
府
に
と
っ
て
代
り
、
最
高
権
力
を
握
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ニ
、
日
本
国
政
府
の
一
切
の
権
力
は
連
合
国
に
移
行
し
、
行
政
機
構
は
連
合
国
の
命
令
に
従
て
事
務
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ホ
、
天
皇
の
権
力
は
連
合
国
に
移
行
し
、
天
皇
は
保
護
拘
禁
下
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヘ
、
日
本
に
あ
る
連
合
国
政
府
が
自
ら
そ
の
要
求
を
実
施
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
七
頁
）

と
の
認
識
を
示
す
。
そ
も
そ
も
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
国
際
協
定
で
あ
り
、
有
条
件
降
伏
で
あ
る
。

「
国
際
法
で
は
国
際
協
定
中
の
不
明
確
な
条
件
は
そ
の
条
件
を
受
諾
し
た
国
に
有
利
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
条
件
を
提
示
し
た
国
は

こ
の
意
図
を
明
確
に
す
る
義
務
を
負
う
。
」
（
六
頁
）

「
新
憲
法
は
い
わ
ゆ
る
八
月
革
命
説
の
上
に
立
っ
て
起
草
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
を
主
張
す
る
為
に
は
八
月
革
命
説
が
必
要
で
あ

り
、
そ
し
て
そ
の
支
柱
に
は
是
非
無
条
件
降
伏
を
必
要
と
す
る
…
。
そ
の
こ
と
は
、
宮
沢
俊
義
氏
の
「
ポ
宣
言
受
諾
ま
た
は
無
条

件
降
伏
即
革
命
」
と
云
う
定
式
は
無
条
件
降
伏
を
抜
き
に
し
て
は
成
立
し
難
く
、
宮
沢
氏
が
そ
の
建
前
を
一
貫
し
て
取
っ
て
い
る

…
。
」
（
一
八
七
頁
）

「
ポ
宣
言
受
諾
即
国
体
変
更
な
る
公
式
（
八
月
革
命
説
）
は
驚
く
べ
し
、
売
国
奴
宮
沢
氏
の
創
意
提
案
で
あ
る
。
」
（
二
一
六
頁
）

　
　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
が
日
本
政
府
に
手
渡
さ
れ
た
昭
和
二
一
年
二
月
一
三
日
に
つ
い
て
、

「
二
月
十
三
日
に
至
り
て
改
め
て
、
改
憲
に
全
面
的
に
「
デ
ベ
ラ
チ
オ
即
無
条
件
降
伏
」
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
だ
。
何
と
い
う
珍
現

象
の
過
程
だ
。
（
イ
）
民
族
自
決
主
義
か
ら
、
（
ロ
）
「
日
本
国
民
の
自
由
に
表
明
せ
ら
れ
た
る
意
思
」
と
な
り
、
（
ハ
）
そ
れ
が
革

命
的
日
本
臣
民
と
な
り
、
（
ニ
）
法
＊
誘
発
革
命
と
な
り
、
（
ホ
）
そ
の
正
当
化
の
為
に
デ
ベ
ラ
チ
オ
と
な
り
、
（
ヘ
）
民
族
他
決



「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
五
）
（
大
塚
）

一
四

55

の
主
権
剥
奪
、
（
ト
）
民
族
自
決
の
否
認
・
画
餅
化
と
な
っ
た
。
」
（
二
三
六
頁
）

「
民
族
自
決
は
民
族
他
決
に
等
し
く
、
前
者
は
後
者
に
帰
一
す
る
と
言
う
の
だ
。
…
国
際
法
域
上
の
民
族
自
決
主
義
は
、
知
ら
ぬ
顔

し
つ
つ
、
国
内
法
域
に
持
ち
込
ま
れ
て
、
在
民
主
権
即
共
和
制
を
意
味
す
る
に
至
ら
し
め
た
と
も
言
え
る
。
」
（
二
三
六
頁
）

と
懐
古
し
て
い
る
。

　

三
枝
は
、
「
連
合
国
最
高
司
令
官
・
総
司
令
部
・
民
生
局
民
生
局
長
へ
の
オ
ッ
プ
ラ
ー
覚
書
」
に
あ
っ
て
、
宮
沢
が
関
与
し
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。
オ
ッ
プ
ラ
ー
は
施
政
部
法
律
課
長
で
あ
る
。

「
一
、
天
皇
の
憲
法
改
正
を
発
案
す
る
権
能
は
無
制
限
で
あ
る
。
彼
は
通
例
国
体
と
呼
ば
れ
る
日
本
統
治
の
根
本
的
原
則
を
護
持
す

る
よ
う
拘
束
を
受
け
て
い
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

（
イ
）
、
明
治
憲
法
は
か
か
る
制
限
を
含
み
お
ら
ず
、
そ
れ
は
爾
後
の
解
釈
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、

（
ロ
）
、
よ
し
や
か
か
る
制
限
が
嘗
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
は
日
本
国
の
国
体
を
変
革
し
た
。
」

（
三
三
一
頁
）

　

結
論
と
し
て
、
三
枝
は
、

「
美
濃
部
の
弟
子
、
宮
沢
教
授
は
、
例
へ
ば
一
九
三
八
年
の
如
き
平
時
に
於
て
は
、
天
皇
は
現
在
の
法
案
の
如
き
一
全
の
新
憲
法
案
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を
国
会
に
付
議
す
る
の
権
能
を
持
た
な
い
だ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
付
議
さ
れ
た
統
治
制
度
の
変
革
は
国
体
と
相
容
れ
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
ら
と
主
張
す
る
。
然
ら
ば
誰
が
天
皇
の
法
案
付
議
を
阻
止
し
得
る
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
と
た
ず
ね
ら
れ
た
と
き
、
宮
沢
は
、

多
分
そ
ん
な
人
は
独
り
だ
っ
て
い
や
し
な
い
、
革
命
的
と
な
る
と
宮
沢
は
答
え
た
。
彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
今
や
状
況
に
変
化
が

起
っ
て
い
た
。
何
と
な
れ
ば
日
本
国
政
府
に
よ
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
の
結
果
と
し
て
、
国
体
は
根
本
的
に
変
更
さ
れ
た
が
故

に
、
今
や
準
革
命
的
状
況
が
存
在
す
る
。
そ
れ
故
明
治
憲
法
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
抵
触
せ
な
い
限
り
に
於
て
の
み
有
効
で
あ
る
。
」

（
三
二
六
頁
）

と
帝
国
憲
法
の
有
効
性
を
首
肯
し
た
。

（
12
）
田
上
穣
治

　

田
上
穣
治
『
憲
法
原
論
』
（
春
秋
社
、
一
九
五
八
年
）
『
入
門
憲
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
）
を
み
て
み
た
い
。
彼
は
、

「
新
憲
法
の
効
力
は
、
明
治
憲
法
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
る
革
命
を
認
め
る
ほ
か
は

な
い
。
」
（
『
憲
法
原
論
』
八
三
頁
）

と
革
命
説
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
帝
国
憲
法
の
暫
定
的
な
実
効
性
を
認
め
る
。
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「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
は
、
わ
が
国
の
君
主
主
権
を
国
民
主
権
に
変
更
し
た
。
も
と
よ
り
こ
の
こ
と
は
、
明
治
憲
法
の
規
定
を
当

然
に
失
効
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
い
が
、
既
に
こ
の
と
き
に
憲
法
の
本
質
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
…
国
民
の
総
意
に
よ
っ

て
憲
法
の
規
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
自
由
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
明
治
憲
法
第
七
三
条
の
限
界
内
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
な
い
。

し
た
が
っ
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
か
ら
新
憲
法
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
明
治
憲
法
は
暫
定
的
効
力
を
認
め
ら
れ
た

の
に
過
ぎ
な
い
。
」
（
同
上
八
三
頁
）

「
連
合
国
の
管
理
は
、
降
伏
条
項
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も
の
で
、
し
か
も
降
伏
文
書
は
連
合
国
と
わ
が
国
の
合

意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
わ
が
国
権
の
自
律
的
制
限
で
あ
っ
て
主
権
の
消
滅
と
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
管

理
が
終
了
す
る
時
期
は
も
っ
ぱ
ら
連
合
国
の
認
定
に
よ
る
の
み
な
ら
ず
、
管
理
の
内
容
に
つ
い
て
も
わ
が
国
の
対
外
的
お
よ
び
対

内
的
な
自
主
性
が
全
く
停
止
さ
れ
た
か
ら
、
通
常
の
条
約
に
よ
る
自
律
的
制
限
と
は
趣
を
異
に
し
、
主
権
の
停
止
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
」
（
同
上
八
八

－

九
頁
）

　

日
本
国
憲
法
は
、
そ
も
そ
も
は
、
外
在
的
チ
カ
ラ
に
よ
っ
て
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
わ
が
憲
法
は
連
合
国
軍
隊
の
占
領
中
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
日
本
国
民
が
自
主
的
に
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
っ
た
か
ら
、
新
憲
法
は
旧
憲
法
の
改
正
と
は
い
え
ず
、
ま
た
国
民
の
総
意
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
革
命
と

も
異
な
り
、
外
国
の
勢
力
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
」
（
『
入
門
憲
法
』
六
頁
）

「
占
領
に
よ
り
当
然
に
わ
が
国
の
主
権
が
停
止
さ
れ
、
そ
の
後
七
年
間
は
明
治
憲
法
に
よ
る
統
治
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
新
憲
法
に
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よ
る
統
治
と
も
異
な
り
、
占
領
軍
の
政
策
に
よ
り
超
憲
法
的
政
治
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
二
二
年
、
新
憲
法
が
形
式
的

に
一
応
発
効
す
る
ま
で
も
、
す
で
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て
旧
憲
法
の
効
力
が
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意

味
で
国
民
主
権
の
政
治
の
よ
う
に
み
え
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
こ
と
は
日
本
国
民
の
総
意
と
関
係
な
く
、
た
だ
占
領
軍
に
よ
っ
て
事

実
上
、
旧
憲
法
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
と
み
る
ほ
か
は
な
い
。
」
（
同
上
六
頁
）

　

た
だ
、
形
式
的
外
見
的
に
は
、
新
旧
憲
法
に
は
連
続
性
は
あ
る
。

「
新
憲
法
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
と
み
る
説
は
必
ず
し
も
当
た
ら
ず
、
む
し
ろ
極
東
委
員
会
の
反
対
を

抑
え
て
、
司
令
部
が
天
皇
制
に
つ
き
現
状
維
持
の
方
針
を
貫
き
、
ま
た
外
国
の
干
渉
を
表
面
的
に
は
許
さ
な
い
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に

し
た
が
い
、
明
治
憲
法
に
基
づ
く
幣
原
内
閣
と
吉
田
内
閣
が
極
端
な
変
革
を
回
避
す
る
努
力
を
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
新
旧
憲
法
の
間
に
完
全
な
法
的
連
続
性
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
」
（
同
上
七
頁
）

　

日
本
国
憲
法
の
性
質
は
、

「
わ
が
政
府
が
占
領
軍
の
承
認
の
も
と
に
制
定
し
た
一
種
の
協
約
憲
法
で
あ
る
。
」
（
同
上
七
頁
）　

の
で
あ
っ
て
、

「
占
領
中
は
、
明
治
憲
法
も
ま
た
昭
和
二
二
年
以
前
に
あ
っ
て
す
で
に
停
止
さ
れ
、
ま
た
新
憲
法
も
二
七
年
四
月
ま
で
半
ば
停
止
さ

れ
て
い
た
と
み
る
ほ
か
は
な
い
。
」
（
同
上
八
頁
）
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と
考
察
し
て
い
る
。

　

革
命
説
批
判
と
し
て
は
、

「
占
領
中
の
憲
法
に
つ
き
平
和
革
命
が
あ
っ
た
も
の
と
す
る
学
説
は
、
両
憲
法
の
間
に
基
本
原
理
が
異
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と

で
は
必
ず
し
も
誤
り
で
な
い
が
、
そ
れ
は
両
憲
法
の
条
文
の
相
違
を
理
解
す
る
た
め
の
手
段
に
と
ど
ま
り
、
革
命
の
主
体
と
な
る

勢
力
は
憲
法
制
定
の
経
過
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
政
治
的
に
い
つ
革
命
が
行
な
わ
れ
た
か
、
ま
た
法
理
上
、
国
民
主
権
・
戦
争

放
棄
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
明
文
化
さ
れ
た
か
も
理
解
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
学
者
は
あ
た
か
も
憲
法
制
定
の
経
過
か
ら

自
説
が
当
時
の
国
民
の
総
意
に
よ
る
も
の
と
し
、
占
領
政
策
に
よ
る
外
部
的
な
事
情
を
考
慮
せ
ず
、
簡
単
に
新
憲
法
の
原
則
と
し

て
公
理
の
ご
と
く
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
新
憲
法
の
原
則
は
、
条
文
相
互
の
論
理
的
関
係
の
ほ
か
に
、
憲
法
が
国
家
の

根
本
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
・
比
較
法
的
に
慎
重
に
考
え
る
べ
き
も
の
で
、
国
民
主
権
の
字
句
か
ら
直
ち
に
国
体
の
変
更

を
認
め
、
あ
る
い
は
人
権
の
保
障
か
ら
個
人
の
自
由
を
絶
対
と
考
え
る
よ
う
な
短
絡
的
な
主
張
が
あ
り
、こ
れ
は
賛
成
で
き
な
い
。
」

（
同
上
八

－

九
頁
）

と
要
約
し
て
い
る
。

（
13
）
中
村
哲

　

中
村
哲
『
日
本
国
憲
法
の
構
造
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
六
年
）
に
あ
っ
て
、
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「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
、
降
伏
文
書
の
調
印
は
、
明
治
憲
法
下
の
統
治
権
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
変
更
を
齎
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
外
交
文
書
は
、
国
際
法
的
な
拘
束
力
を
も
つ
が
、
と
く
に
、
降
伏
文
書
は
占
領
管
理
に
つ
い
て
の
憲
法
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
、
そ
の
調
印
は
明
治
憲
法
の
条
約
締
結
権
（
一
三
条
）
及
び
統
帥
権
（
一
一
条
）
の
発
動
と
し
て
行
わ
れ
た
憲
法
上
の
行

為
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
憲
法
の
規
定
す
る
統
治
権
に
全
面
的
な
制
限
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
の
一
部
の
規

定
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
内
法
と
し
て
の
拘
束
力
を
有
す
る
。
従
っ
て
、
形
式
的
に
は
憲
法
の
定
め
る
天

皇
の
大
権
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
た
法
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
憲
法
を
超
え
た
国
内
法
と
し
て
最
高
法
規
の
性
質
を
も
つ
。
こ
の

意
味
か
ら
い
っ
て
、
降
伏
文
書
の
内
容
に
抵
触
す
る
憲
法
の
規
定
は
、
停
止
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
（
七
六
頁
）

と
帝
国
憲
法
は
無
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
し
か
し
、
明
治
憲
法
は
廃
止
さ
れ
る
法
的
手
続
が
積
極
的
に
と
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
形
式
的
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、
一
方
で
は
最
高
司
令
官
の
最
高
の
命
令
権
が
あ
り
、
そ
の
性
格
は
変
化
し
て
お
り
、
天
皇
主
権
の
原

則
に
基
づ
く
、
天
皇
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
性
質
は
失
わ
れ
た
し
、
天
皇
自
身
が
主
権
者
た
る
性
質
を
失
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
か
ら
い
っ
て
、
天
皇
主
権
の
原
則
を
国
体
と
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
の
国
体
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て

変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
」
（
七
六

－

七
頁
）

と
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
が
国
体
の
変
更
を
も
た
ら
し
た
と
の
判
断
で
あ
る
。
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帝
国
憲
法
七
三
条
の
改
正
手
続
に
つ
い
て
、

「
民
定
憲
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
七
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
天
皇
は
、
明
治
憲
法
が
示
す
よ
う
な
憲
法
改
正
権
者
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、主
権
者
と
し
て
で
も
な
く
、た
ん
な
る
手
続
を
と
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ

て
、
連
合
国
の
回
答
書
が
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
天
皇
主
権
は
、
こ
の
時
に
否
定
さ
れ
、
国
民
主
権
は
こ
の
と
き
に
確
立
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
改
正
案
を
発
議
し
裁
可
の
手
続
を
と
っ
た
天
皇
は
、
す
で
に
主
権
者
と
し
て
の
天
皇
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

憲
法
制
定
権
者
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
主
権
者
の
み
が
憲
法
制
定
権
者
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
い
っ
て
も
、
降
伏
後
は
国
民
の

み
が
憲
法
制
定
権
者
で
あ
っ
て
、
天
皇
は
便
宜
的
に
そ
の
よ
う
な
手
続
の
形
式
を
と
っ
た
の
に
す
ぎ
な
い
。」（
八
六

－

七
頁
）

と
説
明
し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、

「
こ
の
憲
法
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
る
降
伏
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
、
本
質
的
に
は
法
的
断
絶
が
あ
り
、
国
家
的
な
変
革
に

よ
っ
て
、
主
権
の
所
在
が
変
更
し
、
憲
法
制
定
権
者
が
変
更
し
て
し
ま
っ
た
の
に
、
最
高
司
令
部
の
方
針
に
基
づ
い
て
形
式
的
に

の
み
明
治
憲
法
と
の
法
的
継
続
性
を
つ
け
た
」
（
八
八
頁
）

と
叙
述
し
て
い
る
。

　
　

〔
編
集
委
員
会
注
〕

大
塚
桂
先
生
は
二
〇
一
四
年
十
一
月
三
〇
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
は
、
逝
去
さ
れ
る
前
に
受
理
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ご
遺
族
の
了
解
を
得
て
、
形
式
的
な
校
正
の
み
を
行
っ
て
掲
載
し
ま
し
た
。


